
①
市
の
商
業
の
現
状
と
課

題
は
②
電
子
地
域
通
貨
に

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
導
入
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
③
未
来
戦
略
会

議
全
体
報
告
書
で
導
入
が
提
案

さ
れ
た
。
電
子
地
域
通
貨
導
入

に
向
け
て
市
の
見
解
は
。

①
消
費
が
市
外
に
流
出
、

市
内
消
費
を
喚
起
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
②
デ
ー
タ
の

改
ざ
ん
や
破
壊
が
さ
れ
に
く
く

低
コ
ス
ト
で
の
運
営
が
可
能
③

各
地
の
情
報
を
収
集
し
、
動
向

を
注
視
す
る
。

公
民
館
に
お
け
る
人
権
学

習
と
親
の
学
び
を
支
え
る

保
育
室
は
社
会
教
育
の
両
輪
で

あ
る
。
40
年
の
歴
史
を
持
つ
保

①
東
京
に
お
け
る
都
市
計

画
道
路
の
在
り
方
に
関
す

る
基
本
方
針
の
市
内
路
線
検
討

結
果
②
市
民
の
意
見
収
集
方
法

③
調
布
市
は
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・
５
号
線
を
見
直
し
路

線
と
し
た
が
、
狛
江
市
の
検
討

結
果
④
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の
内

容
は
。①

計
画
の
存
続
等
と
し
た

②
２
回
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
実
施
③
計
画
存
続
と
な
っ

た
④
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
市
民
の
声
を
対
話
方
式
に

よ
り
確
認
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
声
を

子
育
て
の
課
題
に

向
き
合
う
姿
勢

①
保
育
無
償
化
に
よ
る
負

担
増
事
例
と
対
処
は
②
無

償
化
で
削
減
さ
れ
た
経
費
の
使

途
は
③
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
窓
口
は
④
特
別
支
援

教
育
の
相
談
の
流
れ
は
⑤
保
護

者
の
相
談
方
法
の
周
知
は
⑥
通

級
を
望
む
場
合
の
支
援
体
制
は
。

①
負
担
増
が
出
な
い
よ
う

状
況
確
認
し
対
応
す
る
②

受
入
拡
大
や
独
自
給
食
費
補
助

等
に
充
当
③
高
齢
障
が
い
課
が

対
応
④
就
学
相
談
を
受
け
適
切

な
就
学
先
を
決
定
⑤
学
校
や
HP

等
で
周
知
⑥
保
護
者
と
共
通
理

解
を
図
り
必
要
な
対
応
を
行
う
。

千
葉
市
の
風
雨
災
害
を
教
訓

と
し
た
狛
江
市
の
備
え

①
千
葉
市
と
東
京
電
力
と

の
協
定
で
の
電
力
復
旧
と

は
②
市
所
有
の
電
気
自
動
車
は

災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
る
の
か
③
通
信
事
業
者
と
の

連
携
構
築
は
④
令
和
二
年
水
防

訓
練
に
関
し
て
例
年
と
変
え
た

内
容
も
含
め
て
市
の
取
組
み
は
。

①
東
京
電
力
の
立
会
い
の

も
と
市
に
よ
る
倒
木
処
理

が
可
能
②
避
難
所
等
で
の
照
明
、

電
化
製
品
の
利
用
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
充
電
③
必
要
と
考

え
て
い
る
④
全
職
員
を
動
員
し

市
内
一
斉
の
避
難
所
開
設
訓
練

を
計
画
し
て
い
る
。

狛
江
の
魅
力
づ
く
り
に

関
す
る
提
言

①
狛
江
駅
北
口
緑
地
保
全

地
区
の
竹
林
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
は
②
職
員
へ
支
給
さ
れ
る
防

寒
衣
を
新
し
く
切
り
替
え
て
い

く
こ
と
は
③
図
書
館
の
利
用
実

態
に
関
し
て
年
間
全
体
貸
出
数

に
占
め
る
利
用
者
の
傾
向
は
。

ま
た
属
性
毎
の
分
析
は
可
能
か
。

①
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
と
捉
え
て
お
り

実
施
可
能
か
検
討
す
る
②
新
た

な
デ
ザ
イ
ン
に
順
次
切
り
替
え

は
可
能
③
30
年
度
は
中
央
図
書

館
実
利
用
者
10
・
９
％
、
登
録

者
６
・
９
％
が
年
間
貸
出
冊
数

の
50
％
。属
性
の
情
報
は
な
い
。

①
既
存
ダ
ム
洪
水
調
節
機

能
強
化
へ
の
国
の
動
き
は

②
水
害
時
の
避
難
所
の
開
設
・

運
営
に
つ
い
て
今
後
の
対
応
は

③
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
啓
発
は

④
雨
水
流
出
抑
制
へ
レ
イ
ン

ガ
ー
デ
ン
等
の
整
備
は
。

①
基
本
方
針
が
示
さ
れ
令

和
２
年
の
出
水
期
か
ら
の

運
用
を
目
指
す
②
安
全
な
上
階

を
避
難
所
に
指
定
す
る
。
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
訓
練
を
実

施
す
る
③
多
摩
川
沿
川
自
治
体

と
意
見
交
換
し
、
関
係
部
署
と

連
携
の
上
研
究
④
雨
水
流
出
抑

風
水
災
害
の
予
防
・
減
災
及

び
雨
水
流
出
抑
制
に
つ
い
て

電
子
地
域
通
貨
を
活
用
し
た

地
域
経
済
活
性
化
に
つ
い
て

公
務
員
非
正
規
職
員
は
狛

江
市
の
場
合
、
４
月
か
ら

パ
ー
ト
タ
イ
ム
契
約
の
み
。
保

育
士
や
教
育
複
合
施
設
現
場
の

有
資
格
者
等
、
継
続
性
を
担
保

し
た
い
専
門
的
な
仕
事
で
退
職

手
当
が
あ
る
フ
ル
タ
イ
ム
契
約

雇
用
を
今
後
検
討
さ
れ
る
か
。

導
入
し
て
い
な
い
団
体
が

多
い
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
の
た
め
の
昇
給
制
度
、

任
用
回
数
の
上
限
撤
廃
を
行
う
。

フ
ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用

職
員
の
導
入
予
定
は
な
い
が
、

長
年
継
続
勤
務
で
き
る
待
遇
等

の
検
討
を
行
う
。

公
務
員
の
非
正
規
職
員
に
お

け
る
狛
江
市
の
雇
用
実
態
は

ひ
と
り
親（
母
子
世
帯
）の

養
育
費
問
題
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
を
救
う
施

策
と
し
て
、
ひ
と
り
親
の

養
育
費
不
払
い
問
題
を
解
消
す

る
た
め
養
育
費
立
替
事
業
半
額

助
成
が
都
２
０
２
０
年
度
予
算

案
で
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
狛

江
市
で
事
業
を
検
討
さ
れ
る
か
。

子
ど
も
の
貧
困
に
対
し
て

必
要
な
手
立
て
は
講
じ
て

い
き
た
い
が
、
こ
の
事
業
は
ま

だ
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。
事
業
の
情
報
が
明
ら
か

に
な
っ
た
段
階
で
、
担
当
課
で

事
業
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、
実

施
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

地
域
か
ら
孤
独
死
を
な
く
す

た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
支
援

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
つ
な
が

り
の
な
い
高
齢
者
や
単
身

者
が
多
い
東
野
川
地
域
に
お
け

る
孤
独
死
防
止
の
た
め
の
対
策

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

例
え
ば
、
多
世
代
が
交
流

で
き
る
居
場
所
の
設
置
は

有
効
で
、
同
時
に
エ
リ
ア
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
今

以
上
に
図
る
こ
と
が
重
要
。

「
公
民
館
保
育
室
」の
充
実
～

親
子
の
学
び
の
保
障
を

育
室
の
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

お
と
な
も
子
ど
も
も
学
び
、

互
い
を
尊
重
し
、
育
つ
こ

と
が
人
権
教
育
に
も
繋
が
っ
て

い
く
。「
保
育
事
業
は
学
び
で

あ
る
」
と
い
う
理
念
を
踏
襲
。

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者

支
援
と
被
災
者
の
支
援

令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ

る
被
災
者
の
た
め
の
相
談

窓
口
を
昨
年
末
廃
止
、
３
月
で

支
援
打
ち
切
り
を
決
め
た
が
再

設
置
と
拡
充
を
す
べ
き
で
は
。

被
災
者
支
援
は
各
担
当
で

し
っ
か
り
対
応
す
る
。
住

宅
応
急
修
理
事
業
は
３
月
末
ま

で
に
申
請
が
あ
れ
ば
、
対
応
で

き
る
準
備
を
し
て
い
る
。

［５］こまえ市議会だよりNo.217令和２年（2020年）５月15日

無
会
派

三み

宅
ま
こ
と

や
け

立
憲
民
主
こ
ま
え

高た
か

木
さ
と
こ

ぎ

無
会
派

松ま
つ

﨑ざ
き

淑よ
し

子こ

第1回定例会では、２月27日、28日、３月２日の３日間
にわたり21人の議員が一般質問を行いました。
各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。

一般質問
（要旨）

立
憲
民
主
こ
ま
え

加か

藤と
う

功こ
う

一い
ち

無
会
派

平ひ
ら

井い

里さ
と

美み

※１･･･雨水を一時的に貯留し、雨水を自然の持つ力で地下にゆっくりと浸透させる効果がある植栽スペース。
※２･･･複数のコンピューターに暗号技術を組み合わせ、取引情報などのデータを同期して記録する手法。

令和２年度 狛江市一般会計予算
歳入・歳出予算総額 299億2,900万円

市たばこ税
3億1,732万5千円 1.0%その他の市税

4,994万9千円 0.2%

都支出金
50億7,950万4千円
17.0%

国庫支出金
49億3,010万円
16.5%

市税市税
127億9,354万2千円127億9,354万2千円
42.7%42.7%

市税
127億9,354万2千円
42.7%

市債
15億8,470万円
5.3%

地方消費税交付金
17億703万1千円 5.7%

地方交付税
15億900万円
5.0%

その他の収入
23億2,512万3千円 7.8% その他の支出

4億6,668万4千円 1.5%
消防費

11億4,525万2千円 3.8%

市民税
71億8,489万1千円
24.0%

固定資産税
42億6,357万3千円
14.2%

都市計画税
9億7,780万4千円 3.3%

民生費
156億8,576万7千円
52.4%

教育費
42億3,338万8千円
14.2%

総務費
27億8,525万1千円
9.3%

衛生費
20億3,317万5千円
6.8%

土木費
18億7,906万2千円
6.3%

公債費
17億42万1千円
5.7%

制
施
設
設
置
要
綱
に
基
づ
き
現

場
状
況
に
あ
っ
た
整
備
を
推
進
。

※
1

※
2

皆増14億5,130万5千円14億5,130万5千円収入収益的
収 支

下
水
道
事
業
会
計

皆増13億6,626万3千円13億6,626万3千円支出

皆増4億8,443万4千円4億8,443万4千円収入資本的
収 支 皆増6億3,436万7千円6億3,436万7千円支出

増 減
平成 31年度令和 ２ 年度

率（％）金 額

4.713億3,100万円285億9,800万円299億2,900万円一 般 会 計

△ 9.4△ 17億3,081万5千円184億6,991万8千円167億3,910万3千円特 別 会 計

△ 4.0△ 3億2,422万円81億1,269万円77億8,847万円国民健康保険

2.44,833万4千円20億4,249万1千円20億9,082万5千円後期高齢者医療

4.42億9,044万3千円65億4,671万3千円68億3,715万6千円介 護 保 険

△ 7.6△ 186万2千円2,451万4千円2,265万2千円駐 車 場 事 業

皆減△ 17億4,351万円17億4,351万円公 共 下 水 道

△ 0.8△ 3億9,981万5千円470億6,791万8千円466億6,810万3千円総 額


